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痙攣 ヲ起 ス藥物 ヲ作用 セシメテ 中樞神 經系統 ノ含水炭素 ニ如何 ニ影響 スルカハ興 味 アル問題

デアル既 ニ諸 家 ニ依 リテ研究 サ レテアル ガ其 多クハ腦 ニ就テ デアル.高 橋喜一氏1)ハ 肉及 ビ脂

肪等 ヲ與 ヘテ飼 育 シタ白鼠ニPhlorrhizin及 ビ甲状腺 製劑 ヲ與 ヘテ含水炭 素缺乏 ヲ起サ シメタ

モノニ硝酸 「ス トリヒニン」ヲ作用 セシメテ其 腦,肝,筋,血 液 ノ含水炭素 ヲ測 定 シテ著 シキ減

少 ヲ認 メタ.然 ルニ余2)ハ 曩 ニMethylguanidinヲ 鳩 ニ注射 シテ痙攣 ヲ起サ シ腦及 ビ筋 ノ糖原

ヲ測定 シテ腦 ニ著 シク增量 シタノヲ見タ斯 ク痙攣毒素ハ神經系統 ニ作用 スル ガ淺井猛郞 氏3)ニ

依 レバ糖原 ノ存在 ヲ部ス部位 ハ白質 ニ シテ灰白質 ヨ リモ常 ニ多量 ニ シ3多 數 ノ標本ニ就 テ檢査

シタル ニ糖原 ハ主 トシテ「グ リアエ レメン ト」ニ分布 シアルヲ知 ツタ ト書 イテ アル.

尚 ホ硝 酸「ス トリヒニン」ノ含水炭素ニ及 ボス影響 ニ就テハ古クSchiff4)ガ 蛙 ニ糖 尿ヲ起 スヲ

見. Langendorfハ 此 糖尿發現 ハ肝 ノ糖原量 ト關係 ガアル樣 デアル ト云 ツタ.尚 ホReachニ 依

レバ「ス トリヒニ ン」ハ過血糖 ヲ起 ス ト言 ツテ居ル ガ高橋喜一氏 ノ成績 デハ白鼠 ニ於 テハ過血糖

ヲ示 サヌ又 「ス トリヒル ン」デ中毒 シタ蛙 ハ尿 中ニ乳 酸量ガ著 シク增 加 ス(Marcuse, Werther,

 Araik)ソ シテ其發現 ハ痙攣 ニ依 ル強 イ筋 機能 ニ依 ルモノデアル ト言 ツタ又痙攣毒素(「 ス トリ

ヒニ ン,コ カ イン」ハ腦 ニ於 ケル著 シキ蛋 白ノ破壞 ヲ來 ス ト云ハ レテ アル.之 等 ノ實驗 ハ多 ク筋

肝腦等 ニ就テ行 ハ レタモノデアル中樞神 經系統 ニ於 ケル含水炭素 ハ「ス トリヒニ ン」ニ依 テ如何

ニ變 化スルカ未 ダ多 クノ文獻 ニ接 セズ.

斯 クノ如ク含水炭素 ノ變化 ヲ認 メタ諸家 ノ實驗 カラ脊髓 ニ於 テモ硝 酸「ス トリヒニ ン」ニヨ リ

テ含水炭素 ニ影響 スル所 ハナ イカ神經系統 ノ働 ニ含水炭素 ガ如何 ナル關係 ヲ有 スル カ殊 ニ生活

ニ意義 アル糖原 ニ變化 アル デハナ イカ トノ考 ヲ濃厚 ニ シテ次 ノ實驗 ヲ行 ツタ.

實驗動物ハ蛙デ實驗方法 トシテハ蛙ノ腦髓ヲ破壞 シ固定板上ニ背位ニ固定シ開腹シテ心嚢ヲ開キ導管ヲ

大動脉ニ末梢ニ向ツテ挿入シ中樞斷端ハ開放シテ 心臟 ノ働作ニ依 リテ灌流液ヲ流出セシメタ最初用 ヒタ灌

流液ハRinger氏 液 デアツタ.

一定時間灌流シタモノヲ對照 トシ別ニ他ニ灌流液ニ1000倍 硝酸「ストリヒニン」ノ0.1ccm程 ヲ加ヘテ毎

分固定板ヲ敲キテ痙攣ヲ起サシ其痙攣 ノ消失シタ時ヲ以テ灌流ヲ終ル痙攣時間ハ蛙 ノ生活状態時期温度等

ニヨリテ一定セズ斯樣ニ灌流ヲ終 ツタモノデ脊髓ヲ速ニ取 リ出シ秤量シテ次ノ實驗方法ニ依ツテ糖原ヲ測

ツタ.

Pfluger山 川氏法 ヲ變法 シタモノヲ用ヒタ.組織ヲ40%ノ 苛性加里デ1時 間半許 リ100度 ノ重湯煎デ加熱
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シ溶解ス此液ノ冷エタ後10%ノ 鹽酸デ中性 トナシ更ニ鹽酸ヲ加ヘテ約2%ニ ナル樣ニナシ再ビ半時間位重

湯煎ニ入 レ冷却後中性 トナシ膠性鐵液デ蛋白ヲ去 リ濾液ニ就テBang氏 法 ニ依 リ檢糖シタ.

對照 トシテ灌 流セル者 トセザル者 トノ間ニ脊髓 ノ糖原 ニ差 異ナ キカ ヲ見 タ第1表 ト第2表 ト

ニ示 ス樣 ニ殆 ド差異ハナ イ.即 チ血液 ナル トRinger氏 液 ナル トニ關係 ナク糖原 ニ影響 ハナ イ.

第1表　 (灌 流 セザルモ ノ)

第2表　 (Ringer液 デ灌 流 ス)
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第3表　 (Ringer液 デ灌流 シ0.1%硝 酸「ス トリヒニン」ヲ作用 セ シメタモノ)

次 ニ硝酸 「ス トリヒニン」ヲ作用 セシメタモノデハ第3表 ニ示 ス樣 ニ脊髓1gニ 付 キ2.79mg

ノ糖 原 ヲ存 シテ居 ル此結果 ヲ對照 ニ シタ第2表 ノ平均 ノ價 ト比較 スルナ ラバ17%ノ 糖原 ノ減

少 ヲ來 シテ居ル.此 成績 ハ明カニ痙撃 ニ依テ其作用 スル部位 デアル脊 髓 ノ糖原 ヲ消費 スルモノ

ヂ アル コトヲ證明 ス試 ニ私 ガ用 ヒタ灌流液ハ次 ノ通 リデアル.

Ringer氏 液

NaCl 0.6 CaCl2 0.02 KCl 0.01 NaHCO3 0.01 H2O 100.0

Ringer-Locke氏 液

NaCl 0.7 CaCl2 0.025 KCl 0.035 NaHCO3 0.01 Dextrose 0.06

H2O 100.0 (NaHCO3ハ 使 用 前 ニ 入 レテ ヨ ク 振 盪 シ テ使 用 シ タ)

佐藤氏5)ハ 兎 ニ體重瓩 ニ付25ｇ/dl葡 萄糖液10ccmヲ 注射 セバ肝糖原 ハ注射後 直 チニハ證明

サルル程 ノ增量 テ示 サヌガ後 ニハ著 シク上昇 スルノヲ認 メタ.肝 糖原 ノ最高含量 ハ注射後3時

間 ニ シテ最高 ニ達 シ其量 ハ全肝臟 量 ノ約2%ニ 及 ブト言 ツタ.之 ハ肝 ニ就 テデアルガ脊髓 ニ於

テハ如何 トノ考 ノ下 ニ灌流液 ヲRinger-Locke氏 液 ニ換 ヘ先 ヅ對照 トシテ同液ノ ミヲ灌流 シタ

モ ノ ト同液 ヲ灌 流 シツツ硝酸「ス トリヒニ ン」ヲ作用 セシメタモノ トニ就 テ脊髓 ノ糖原 ヲ測定 シ

タ.其 結果 ハ第4表,第5表 ニ示 ス通 リデ共 ニRinger氏 液 ヲ用 ヒタモノヨ リハ糖原 ノ減少 ス

ル度 ハ小 デアル.第4表 ヲ脊髓1gニ 付糖原量 ハ3.98mgヲ 示 シテ第5表 ノ モ ノデハ2.95mg
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ヲ表 ハ シテ居 ル此減少 シタ率 ハ26%デ アル.

第4表　 (Ringer-Locke液 デ灌 流 シタモノ)

第5表　 (Ringer-Locke液 デ灌 流 シ0.1%硝 酸 「ス ト リ ヒ ニ ン」ヲ

作 用 セ シ メ タ モ ノ)

之等實驗 ノ成績 ヲ總 括スル ニ硝酸「ス トリヒニ ン」ハ脊髓 ノ糖 原量 ヲ肝,腦,筋 等ニ於 ケル ト

同樣 ニ減少 サスモノデアル.此 機轉 ハ恐 ラク同藥 物ガ直接糖原 ヲ減 少サスノデナク シテ痙 攣 ト

云 フ脊髓 ガ機能 ヲ營 ム爲 ニ糖 原ヲ消費 スル故 ニ減少 スルモノデアル. Ringer氏 液 ニテ灌 流 シタ

モノデハ硝酸 「ス トリヒニン」ノ爲 ニ17%ノ 糖 原 ノ減少 ヲ來 シRinger-Locke氏 液 ヲ使用 シタ

モノデハ21%ヲ 減 ジタ.
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對照 ニ於 テRinger氏 液 トRinger-Locke氏 液 トヲ用 ヒタモ ノデハ灌流時 間ニモ關係 スル ト

思 ハ レルガRinger-Locke氏 液(即 チ糖含有液)ヲ 用 ヒタモノデ佐藤氏 ガ兎 ノ肝臟 ニ於テ實驗

シタ ト同樣蛙ノ脊髓 デモ糖 原ノ形成 ヲ起 スモノデアル.即 チ含水 炭素 ハ脊髓機能 ニ大ナル役 ヲ

演ズルモノデアル.

糖 原質 ガ脊 髓ノ官能營爲 ニ依 リテ消 費 セラルルモ ノナル コ ト上述 實驗 ノ示 ス通 リデアルガ更

ニ其變化 ノ有樣 ヲ窺 フガ爲 ニ脊髓ハ働作 ニヨ リテ炭酸 ノ排泄 ヲ增 加スルヤ否 ヤヲ實驗 シタノデ

引續 キ述 ベル.

神 經 ハ興 奮ニ依 リテ熱 ヲ發生 スルカ物質 代謝 ヲ營 ムカ酸素 ヲ吸收 スルカ疲勞 スル カ等 ノ問題

ハ古來幾 多 ノ學者 ニ依 リテ研究 サ ルタ所 デアル ガ各觀察者 ニ依 テ異 ツタ意 見ヲ有 シテ居 タ.

神 經 ガ物質代謝 ヲ營 ム トセバ其終産物 タルCO2ヲ 發 生 スルモノデアル カ否 カハ餘程 前カラ生

理學上 ニ議論 サ レタガ近年迄 其決定 ヲ見ルニ至 ラナカツタ.文 獻 ニ依 レバWallerハ30年 前 ニ

CO2ノ 多 イ氣中ニ神經 ヲ置ケバ神 經 ノ電氣的特性 ガ變ル コ ト及 ビ普通 ノ空氣中 ニ置ク時神 經 ガ

刺戟 サ レバ單 一ナル變 化 ガ起 ルコ トヲ示 シタ.彼 ハ此 觀察 カラ神經 ノ刺戟 ハ神經 中 ニ物質 ヲ生

ジ其物質 ガCO2ガ 成 シタ ト同樣 ノ方法 デ神 經纎 維 ニ働 クモノ デ其物質ハ多分CO2デ アル コ ト

ヲ論 ジタ併 シ彼 ハ興 奮 シタ神經 中ノCO2ノ 存 在 ヲ證明 スル ニハ至 ラナカツタ. Mooreハ 生 活

セル神 經ヲPhenolsulphonephthalein液 中 ニ浸 シテ長 ク置 ケバ 置ク程益 々其液 ノ酸性 ニナル

ヲ認 メタ此酸性 ヲ呈 スル物質 ハ新鮮 ナル空氣 デ其液 ヲ洗 フコ トニ ヨツテ變 化 サ レル其酸性 ヲ呈

スル物質 ハCO2デ 乳 酸 ニ依 ルモノデナ イコ トヲ決定 シタガ刺戟 ニ依 ツテCO2ノ增 量 ヲ發 見ス

ル コ トハ出來 ナカツタ.終 ニ田代氏6)ハBiometerヲ 考 案 シテ此測定 ニ成功 シタ閉鎖 管中ノCO2

ヲ無 ク シタ空氣中 ニ神經 ヲ橫 ヘ此閉鎖 管内ヘ連絡管 ヨリ「バ リツ ト」水 ノ1滴 ヲ露出 セシメ若 シ

其神 經 ガCO2ヲ 出 スナ レバ炭酸 「バ リウム」ノ薄 皮ハ小滴 ノ上 ニ形 成 サ レル樣 ニナル ソレデ之

等薄 皮ノ發生ハ非常 ニ規則正 シク此方法 ハ定量 的 ノ結 果 ヲ得 ルコ トガ出來ル ト考 ヘ幾分 カ複雜

シタ方法 ヲ案出 シタ.田 代氏 ノ觀察 ニヨ ルバ〓(Spiderclab)ノ神 經 ノ10mgハ10分 間 ニCO2

ノ6.7×10-7ヲ 生 ジ刺戟 ニ依 ツテ此額ハ16×10-7ニ增 ス ト云ハ レ或 ハ殆 ド安靜時 ノ3倍 ニ達 ス

ト.ソ シテ神 經 ハ有髓 ノモノ無髓 ノモノ運動性或 ハ知覺性ノ神 經 ガ刺戟 ガ電氣的機械的化學的

及 ビ温熱的 デアルモ常 ニCO2發 生 ノ增 スコ トヲ報 告 シタ. Parker7)ハOsterhoutノ 變 法 ヲ用

ヒテ神 經 ノCO2ノ 發 生ヲ認 メタ.之 ハ呼吸管 カラ漏 レ入ルニ 非ズ シテ眞 ニ神經 ノ物質代謝 ニ依

ルモ ノデアル而 シテ安靜時 ノ鮫(dogfish)ノ神 經 カラ發 スルCO2ハ0.0071mgヨ リ0.0128mg

(被 檢物1瓦 ニ付1分 間 ニ發 スル)デ 平均0.0095mgデ アル尚ホ刺戟 シタ神 經 ハ安靜時 ノモノヨ

リモ15.8%ノCO2發 生 ノ速度 ヲ增 スモノデアル事 ヲ證 明 シタ.

余 ハ前 ニ蛙 ノ脊髓 ノ糖原 ニ就テ述ベタ ガ之 ト同 ジ條件 ノ下 ニ處 置 シタ モノデ硝酸 「ス トリヒ

ニ ン」ガCO2發 生 ニ如何 ナル變 化 ガアル カヲ試 驗 シタ.實 驗動物 ハ蛙 デ實驗方法 ハ次 ノ通 リデ

アル.
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余 ガ用 ヒ タCO2測 定 法 ハParkerノ 閉鎖 呼 吸 管 ヲ用 ヒ タ.此 方 法 ノ適用 ハ 含有 セ ル氣體 及 ビ液 ノ割 合 ニ拘

ラズ其 呼 吸 管 内 ニCO2ノ 發 生 ガア ル ト云 フ事 ニ依 ル.

今 濃度 ノ知 レタ 重 炭 酸 曹達 ノ稀薄 溶液 ニ指 示 藥 ヲ溶 カセ パ 炭 酸 瓦 斯 總量 ハ單 位容 積 ニ付 或pHノ 價 デ 計

算 サ レル此 實驗 デハ 重炭 酸 曹 達 ノ濃 度 ハ0.0001molデ ア ル. pH 7.36於 ケルCO2ノ 總 量 ハ重 曹 液10ccm

ニ付 キ0.0106mgデpH 7.78ニ 於 ケル10ccmノ 其總 量ハ0.0040mgデ アル,ソ レ故 ニCO2ノ 重 サ ハ10ccm

ニ付 キpH 7.78ヨ リpH 7.36ニ 變 化 スル ニ ハ兩類 ノ差 即 チ0.0066mgデ アル.此 實 驗 ニ用 ヒ タ閉鎖 呼 吸 管 ノ

容 積 ハ水 銀 ヲ用 ヒテ計 リ30.5ccmヲ 得 タ茲 ニ於 テ此 呼 吸 管 ヲpH 7.78ヨ リpH 7.36ニ 變 移 サス ニ要 ス ル

CO2ノ 重 サ ハ 即 チ0.0066×3.05=0.02013mgデ ア ル之 ヨ リpH 7.78ヨ リpH 7.36ニ 變 ズ ル ニ要 スル 時間 ト

被 檢 物 ノ重 量 トヨ リ1分 間 ニ付被 檢 物1gニ 付 キ幾 何 重量 ノCO2ヲ 發 生 シ タカ ヲ知 ル.閉 鎖 呼 吸 管 ノ構 造 ハ

硬 質 硝子 ヨ リ成 リ栓 ヲ通 シテ 二 ツノ管 ヲ通 ズ 其 一 ツハ管 底 ニ達 シ他 ハ僅 ニ栓 ヲ貫 ク程 度 トシテ 栓外 デハ 護

謨 管 ヲ兩 管 ル末 端 ニ附 シ其 處 デ密 ニ閉鎖 シ得 ル樣 ニナ ス神 經 ハ管 内 ニ附 ン液 デ觸 レヌ樣 ニ成 ス斯 ク シテ 管

底ニ達 シ タ管 ヲ通 シテ酸 素 ヲ通 ズ(水 素窒 素瓦 斯 デハ蛙 ノ神經 ハ 興 奮 性 ヲ減 ジ假 死 ニ速 ニ陷 ル故酸 素 瓦斯

ヲ用 フ)ソ シテ兩 管 ニ附 シ アル護 謨 管 ヲ閉 鎖 ス.

他 ニ同質 同 大 ノ硝子 管2箇 ヲ取 リ一 ツニ ハ0.2molノ 硼 酸液8ccm及 ビ0.05molノ 硼 砂液2ccmヲ 混 ジ

Phenolsulphonephthaleinヲ 一 定度 ニ稀 釋 シ タル モ ノ ヲ一 定 量 加 フ(Parkerハ 同 指 示藥 濃厚 ノモ ノヲ用 ヒ タ

ガ余 ハ 稀釋 シ タモ ノ ノ方 ガ遙 ニ認 識 シ易 キ ヲ知 ツ タ)此 標 準液 ハ 微 紫紅 色 ヲ帶 ビテpH 7.78ヲ 呈 ス.他 ハ

0.2molノ 硼 酸 液9ccm及 ビ0.05molノ 硼 砂 液1ccmヲ 混 ジテ 同上 指 示 藥 ヲ加 ヘ タモ ノデPH 7.36ヲ 示 ス

此 液 ハ 帶黄 赤 色 ヲ呈 ス.呼 吸 管 内 ニハ0.0001molノNaHCO3液10ccmヲ 入 レ同 上指 示 藥 ヲ一 定 量 滴 下 シ

脊 髓 ヲ管 内 ニ附 シテ密 栓 シ酸素 瓦 斯 ヲ通 シテ密 ニ閉 鎖 ス斯 ク シ タ三 ツ ノ管 ヲ白色 板上 ニ固 定 シ1分 間6-7

同 ノ速 度 デ上 下 ニ徐 々 ニ運 動 セ シム.斯 ク シテ 呼吸 管 内 ノ液 ガpH 7.78ノ 標 準 液 ヨ リpH 7.36ノ 標 準 液 ト

同 色 ニナ ル迄 ニ要 ス ル時 間 ヲ測 ル.標 準液 ハ容 易 ニ褪 色 セ ヌガ時 々新 ニ變 ヘルNaHCO3液 ハ炭酸 瓦 斯 ノ入

ラ ヌ樣 ニ シ毎週 更新 ス.

上 記 ノ方 法 デ測 定 シ タ實 驗 成 績 ハ次 ノ 通 リデ アル.

第6表　 安靜時ニ於ケルCO2發 生
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第7表　 硝酸「ス トリヒニン」ヲ作用 セシメタ時 ノCO2發 生

上記 ノ實驗成績 ヲ通覽 シテ10月7日 ノ實驗例 ヲ除 ク外 ハ正常 ノモノヨ リモ硝 酸「ス トリヒニ

ン」ヲ作用 シテ痙攣 ヲ起 サ シタモ ノノ方 ガCO2ノ 發 生 ハ同額 カ或 ハ增 量スルノヲ認 メタ即 チ平

均 シテ正常 ノモノハ0.011mg(被 檢 物1gニ 付1分 間 ニ)デ 痙 攣ヲ起 サ シタモノハ0.012mgデ

アル其增 量 ハ9%ト ナル.尚 ホ前 ノ表 デ示 ス通 リニ蛙 ノ痙攣 ノ長 ク續 イタモ ノ程CO2ノ 發 生 ノ

盛 ナノヲ認 メルParkerハ 鮫 ノ神經 ヲ用 ヒテ安靜時 ノモノヨ リモ刺戟 シタモノノ方 ガ15.8%増

加 スル ト述ベタ ガ,余 ノ成績 ト比較 ス レバ可成 ノ差 ガアル ガ,之 ハ余 ノ實驗 ニ於 テハ豫 メ動物

ニ「ス トリヒニン」ヲ與 ヘ皮膚 ノ刺戟 ニ依 リテ反射強直 ヲ起 サ シメ既 ニ疲勞 シ盡 シタル時 ノ脊髓

ヲ取 リテ其 内 ヨリ出 ヅル炭酸 ヲ測定 シタルモノナ ルバ 刺戟中 ニ炭酸 ノ幾分カバ脱出 スルヲ免 レ

ズ之 ガ爲 ニ余 ノ成績 ハ極 メテ少量 ノ增加 ヲ示 セルモノ ト信 ズ.田 代氏 ハ刺戟 ス レバ安靜時 ノ2

倍3倍 ニ增量 ヲ來 ス ト述ベタ ガ實驗方法 ノ異ル所 ニ原 因 スルモノ ト思 フ.併 シ田代氏, Parker

及 ビ余 ノ實驗 ノ結果 カ ラシテ神 經 ハ刺戟 ニ依 リテ安靜時 ヨリモCO2ヲ 遙 ニ增 加 スルモノデ アル

コ トハ疑 フ餘地 ハ無 イ.

余 ハ硝酸 「ス トリヒニン」 ヲ蛙 ニ作用 セシメテ糖原質 ヲ測定 シ灌 流液 ガRinger氏 液 ナル時

17% Ringer-Locke氏 液 ナル時26%ノ 糖 原質 ノ對照 ヨリモ減少 スル ヲ認 メタ之等 ノ實驗成績

カ ラシテ次 ノ事 ヲ決定 スル事 ガ出來 ル.硝 酸「ス トリヒニ ン」ハ脊髓 ニ作用 シ其機能 ヲ營 ムコ ト
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脊髓 ノ糖原消費及ビ炭酸排泄ニ及ボス「ストリヒニン」ノ影響ニ就テ　 1415

ニ依 リテ其中ニ存スル含水炭素ヲ分解ス糖原質ヲ消費 シ他ノ含水炭素ヲ分解 シテ終 ニCO2ヲ

發生スルモノデアル即チ脊髓ハ物質代謝ヲ營ム.

結 論

1.　硝酸「ス トリヒニ ン」ハ蛙 ノ脊髓中 ノ糖原 量ヲ減少 スル モノデアル. Ringer氏 液 灌流 ノ際

ニハ17%, Ringer-Locke氏 液灌 流ノ時 ニハ26%ヲ 各 對照 ヨ リモ減少 ス.

2.　 脊髓 モ他 ノ臟 器ノ樣 ニ糖原形成貯蓄 ノ機能 アリ其糖 原ハ硝酸 「ス トリヒニ ン」ノ痙攣 ニ依

ツテ消費 セラル.

3.　對 照ニ於 テRinger氏 液 使用 ノモノヨリモRinger-Locke氏 液 使用 ノモノノ方 ガ糖原 ニ

15%ノ增 量 ア リ.

4.　神 經 ハ物質代謝 ヲ營 ム.

5.　蛙 ノ脊髓 ニ硝酸「ス トリヒニ ン」ノ作用 ニ依 リテCO2發 生 ノ度 ハ正常ノモノヨ リモ9%増

加 ス.

稿ヲ終ルニ臨 ミ常ニ御懇篤ナル御指導ト御校閲ヲ賜 リタル生沼敎授ニ深謝ス. (3. 1. 25.受 稿)
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Ueber den Einfluss von Strychinin auf den Glykogenverbrauch 

und die CO2-Bildung im Ruckenmark des Frosches.

Von

Bunya Kobori.

Aus dem physiologischen Institut der Universitat Okayama, Japan.

(Vorstand: Prof. Dr. S. Oinuma)
Eingegangen am 25. Januar 1928.

Zuerst leitete ich die Ringersche Losung unter bestimmtem Druck von der Aorta 

aus durch das ganze Gefasssystem des Frosches hindurch, dann spritze ich 0.0001 mg 

von Strychinin nitricum in die durchspulende Flussigkeit.

Nach einigen Minuten treten die Reflexkrampfe auf. Bei fortgesetzter Reizung der 

Haut erschopft sich der Frosch in kurzer Zeit. Nun nahm ich das Ruckenmark mog

lichst schnell heraus und bestimmte den Glykogengehalt nach der Pfluger-Yamakawa' 

schen Methode. Als Kontrolle benutze ich den Glykogengehalt des Froschruckenmarkes 

unter sonst gleichen experimentellen Bedingungen, aber ohne Strychinin. Einige Male 

benutzte ich Glukosehaltige Ringer-Locke'sche Losung als Durchspulungsflussigkeit 

statt Ringer, um zu sehen, ob die Glykogenbildung aus Glukose in dem strychinisierten 

Zustand stattfindet.

Ferner verglich ich die CO2-Bildung im strychinisierten und nicht strychinisierten 

Zustande mit der Indikatormethode nach Parker.

Die Resultate sind folgende:

1. Die Glykogenmenge im Ruckenmark vermindert sich bei den Strychininkrampfen 

gegenuber dem Gehalt der Kontrolle, d. h. das Ruckenmark in gesteigerter Funktion 
verbraucht mehr Glykogen als die Kontrolle.

2. Das Ruckenmark enthalt nach der durch Strychininkrampfe hervorgerufenen 

Erschopfung, bei Durchspulung mit der Glukosehaltigen Losung mehr Glykogen (26% 

gegenuber 17%) als bei der Durchspulung mit einfacher Ringerlosurg.
3. Die CO2-Bildung des Ruckenmarkes steigert sich ungefahr um 9% bei der Stry

chininvergiftung gegenuber der Kontrolle. (Autoreferat)
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